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東京労働局が28日発表した2022年度の都内の有効求人倍率は1.60倍と21年度に比べ0.38ポイント上昇した。上昇は4年ぶり。新型コロナウイルスの影響が薄れたことによる社会経済活動の再開で、企業の採用活動が回復した。

有効求人数は24.6%増えた一方、有効求職者数は5.1%減少した。新規求職者数は4.1%のマイナス。21年度は新型コロナ禍で就職先が見つからず求職を続ける人の数が多かったが、企業の採用活動の再開に伴い求職者は減った。主要産業全てで新規求人数が増えた。

同局が同日発表した23年3月の有効求人倍率（季節調整値）は1.77倍で、2月に比べ0.01ポイント上昇した。新規求人数は生活関連サービス業・娯楽業（59.9%増）、宿泊業・飲食サービス業（25.4%増）などが前年同月から大きく増えた。
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